
2022年度（令和4年度）カリキュラム表

前
期

後
期

② ② １級考古調査士関連科目 

② ② １級考古調査士関連科目

② ②

② ② 古墳時代文化研究 １級考古調査士関連科目

② 埋蔵文化財行政をめぐる諸問題 １級考古調査士関連科目

② 埋蔵文化財調査報告書作成法 １級考古調査士関連科目

① 発掘調査実習(夏季集中) １級考古調査士関連科目

② ② 人文地理の諸問題

② ② 満州の歴史・社会・文化

② ② 民俗芸能研究

② ② 遊牧の文化とことば

② ② 西洋近代美術研究

② ② 日本近世美術研究

② ②

② ②

② ② アーカイブズ学研究

② ② 日本近世史研究

② ② 日本近現代史研究

② ② 寺院文書の研究

② ② 東洋史に関する諸問題

② アーカイブズ史料論 アーキビスト関連科目

② ② 西洋史研究 アーキビスト関連科目

② アーカイブズ理論 アーキビスト関連科目

② アーカイブズ情報論 アーキビスト関連科目

② アーカイブズ実習 アーキビスト関連科目

② アーカイブズ管理論

② ②

② ② 民俗文化財と地域社会

② ②

② ② 歴史的建造物の保存・活用・復元

② ② 文化財の保存修復研究

② ② 生活文化研究

② ② 生活文化研究

② ②

② ②

② ②

② ②

② ② 古墳時代に関する諸問題(1)

② ② 古墳時代に関する諸問題(2)

② ② 近現代東北アジア地域の社会と文化(1)

② ② 近現代東北アジア地域の社会と文化(2)

② ② 民俗文化の諸問題(1)

② ② 民俗文化の諸問題(2)

② ②

② ②

② ② 江戸期絵画における諸問題

② ② 江戸期出版文化と美術

② ② 西洋史の諸問題(1)

② ② 西洋史の諸問題(2)

② ② 東洋史学の今日的課題(1)

② ② 東洋史学の今日的課題(2)

生活文化研究専攻　修士課程

歴史文化研究ⅠC

歴史文化研究ⅠB

歴史文化研究ⅠA

美術研究ⅠCb

美術研究ⅠCa

生活文化特殊研究ⅠB(1年制)

生活文化特殊研究ⅠA(1年制)

美術研究ⅠB

美術研究ⅠA

地域文化研究ⅠD

歴史文化研究ⅠD

地域文化研究ⅠC

歴史文化研究ⅠF

単位

備　考副　題

考古学研究ⅠA

地域文化研究ⅠA

埋蔵文化財調査法

埋蔵文化財行政学特論B

埋蔵文化財行政学特論A

考古学研究ⅠD

考古学研究ⅠC

考古学研究ⅠB

地域文化研究ⅠB

歴史文化研究ⅠE

考古学演習ⅠCa

考古学演習ⅠBb

考古学演習ⅠBa

考古学演習ⅠAb

考古学演習ⅠAa

文化財研究(文化)ⅠD

歴史文化研究ⅠG

文化財研究(文化)ⅠC

文化財研究(文化)ⅠB

文化財研究(文化)ⅠA

歴史文化研究ⅠJ

歴史文化研究ⅠI

歴史文化研究ⅠH

　歴史文化研究ⅠK

地域文化演習ⅠCb

地域文化演習ⅠCa

地域文化演習ⅠBb

地域文化演習ⅠBa

考古学演習ⅠCb

歴史文化演習ⅠAa

美術演習ⅠBb

美術演習ⅠBa

美術演習ⅠAb

美術演習ⅠAa

授　業　科　目

歴史文化演習ⅠBb

歴史文化演習ⅠBa

歴史文化演習ⅠAb

文化財研究(文化)ⅠE
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2022年度（令和4年度）カリキュラム表

前
期

後
期

生活文化研究専攻　修士課程
単位

備　考副　題授　業　科　目

② ② 日本近現代史の諸問題(1)

② ② 日本近現代史の諸問題(2)

② ② 日本近世の政治と思想(1)

② ② 日本近世の政治と思想(2)

② アーカイブズ演習 アーキビスト関連科目

② ② 文化財保存に関する諸問題(1)

② ② 文化財保存に関する諸問題(2)

② ② 生活文化の諸問題

② ② 海外研修

① ① 海外研修(アジア) 前・後期同一内容

4 4 修士論文・成果物作成指導 修了予定の2セメスター前から履修する

注意：ａとｂは隔年開講です。

＜履修方法＞　

研究科目から４単位を選択履修し、指導教員の演習を２ヵ年にわたり８単位履修する（ただし履修期間を短縮する場合は、指導教員の演習単位の不足分を他の演習もしくは研究科目の単位で代替することができる）。　

さらに、特別研究８単位を必修として計２０単位を履修する。その他、指導教員の指導により、選択履修し、合計３０単位以上を履修する。

なお、指導教員の指導により、生活機構研究科内の他専攻の講義科目（演習科目を除く）を選択科目として履修し、その単位を修了要件の単位に含めることもできる。    

１年制は、授業科目から演習Ⅰと演習Ⅰ（１年制）の計８単位履修する（ただし、指導教員と相談の上、指導教員以外の演習、研究を代替することができる）。　　　　　                                                                             

さらに、特別研究８単位を必修として計２０単位を履修する。その他、指導教員の指導により、研究Ⅰ・研究Ⅰ（１年制）を選択履修し、合計３０単位以上を履修する。

〈別表〉の科目を全て履修したアーキビスト養成プログラム修了者には、国立公文書館「認証アーキビスト（A「知識・技能」）」を取得できる。また昭和女子大学認定「アーキビスト養成プログラム」修了書を授与する。

〈別表〉
前
期

後
期

アーカイブズ史料論 ②

アーカイブズ理論 ②

アーカイブズ情報論 ②

アーカイブズ実習 ②

アーカイブズ演習 ②

西洋史研究 ② ② ※前・後期いずれかを履修

[更新履歴]

更新日 科目名等

2023/3/1 埋蔵文化財行政学特論A

2023/3/1 埋蔵文化財行政学特論B

2023/3/1 歴史文化研究ⅠA

2023/3/1 歴史文化研究ⅠG

2023/3/1 歴史文化研究ⅠK

2023/3/1 別表

2023/3/1 生活文化特別研究Ⅰ

副題の追加

副題の訂正

表外に備考を追加

備考の追加

変更内容

副題の追加

副題の追加

科目の追加

単位
副題

生活文化特殊演習Ⅰ(1年制)

生活文化特定研究ⅠA

生活文化特定研究ⅠB

生活文化特別研究Ⅰ

歴史文化演習ⅠCb

歴史文化演習ⅠCa

文化財演習ⅠAb

文化財演習ⅠAa

歴史文化演習ⅠE

歴史文化演習ⅠDb

歴史文化演習ⅠDa
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